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職務内容等および救命士活用事例



職務内容



⚫ 院内規定の具体例

重度傷病者が到着し⼊院するまでの間において
実施する救急救命処置の範囲

3医療機関に勤務する救急救命⼠の 救急救命処置実施についてのガイドライン

https://www.jaam.jp/info/2021/files/info-20210929.pdf



⚫ 医師の業務負担軽減のため、他職種へのタスク・シフティング（業務の移管）を推進する項目として、
救急救命士が実施する救急救命処置以外の業務について定めておくことが望ましい。

救急救命処置以外の業務範囲

4

⚫ 院内規定の具体例

• 消防機関からの患者受け入れ要請、調整に対応する記録の作成

• 患者の院内搬送

• 医師が実施する処置の支援

• 各種検査の説明、同意書の受領

• 紹介元からの診療情報提供書、画像情報等の管理

• 転院先の手配・調整

• ドクターカー、病院救急車の管理・運行

• 症例データバンク等への情報登録

• 医療物品の管理、補充、請求

• 医師事務作業補助業務
医療機関に勤務する救急救命⼠の 救急救命処置実施についてのガイドライン

https://www.jaam.jp/info/2021/files/info-20210929.pdf



活用事例①
TJ大学附属病院



救急診療体制

ピッチ デッキ 6

⚫ 救急車（二次・三次救急）患者

⚫ 救急科がトリアージ・初期診療を担当（小児科、産科を除く）

⚫ 救急科入院

・EICUまたは一般病棟で救急科で入院加療

・整形外傷・急性腹部外科症例を中心に手術及び集中治療を実施

⚫ 当該科入院

・かかりつけ診療科・CCU・大動脈ネット等、当該科で入院加療

⚫ Walk-in（初期救急）患者

⚫ 総合診療科、救急科、

当該科が診療を担当。
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「教育」「研究」

①研修医/医学生等の実習生への教育

②急変対応に関する院内スタッフへの教育

③災害医療や災害対策/訓練等に関する企画・教育

④研究活動

「臨床」

①救急外来/初療室での救急患者対応

②病棟患者の検査移動や処置介助/看護師業務の補助

③医師カルテ等の代行入力＊

④急性期患者の転院搬送

• 検査移動時の介助
• 病棟での医師が実施する処置の支援

⇆

• バイタル測定/静脈路確保/気管挿管等＊
• 緊急処置/手術介助
• 検査移送
• 入院準備等 ＊特定行為

• 救急隊記録の代行入力
• 回診時のカルテ代行入力
• 診療情報提供書の下書き作成

＊必要に応じて医師事務作業補助者資格が必要

• 急性患者の転院搬送
• 他院へのお迎え搬送

• 特定行為のハンズオンレクチャー
• 救急疾患・病態生理等のレクチャー
• 消防機関の救急救命士等への教育

• BLS/ICLS/ACLS等の教育
• 病棟急変時の現場/移動マネジメント

• 災害訓練の企画・運営
• 災害マニュアル等の作成・更新
• 災害医療に関する勉強会の開催

• 論文執筆/学会発表
• 研究費獲得
• 医局員/ﾒﾃﾞｨｶﾙｽﾀｯﾌとの共同研究

TJ大学附属病院での
救急救命士の具体的な院内業務
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救急外来/初療室での救急患者対応
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受け入れ準備 来院後の患者対応

• 輸液セット準備

• 呼吸管理物品準備

• 生体モニター起動

• ME機器類（エコー/12誘導心電図など）の起動

• (気道確保・人工呼吸器物品の準備)

• (機械的胸骨圧迫装置の準備)

• バイタル測定

• 特定行為の実施

• 医師が実施する処置の支援

• 検査移送

• 入院準備（病衣の着替え等）

• 救急救命処置録の記録

• 救急外来で使用される医療機器について、使用方法を習熟している。

• 臨床工学技士と連携し、医療機器の準備・片付けを行っている。

• 医師が実施する処置の支援として、物品管理、準備、器械出しなどの外回り業務を担当している。

• 患者受け入れ依頼から入院までの一連の流れに携わり、医師・看護師・各メディカルスタッフと

連携しながら業務にあたっている。
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ER 1 ER 2 ER 3

救命士 看護師

バイタルサイン
身体所見など

リーダー医師

検査移送・病棟移動リーダー看護師

医師

⚫ リーダー医師およびリーダー看護師から救急救命処置および搬送等に関する

指示を受け、初期対応に従事する。

⚫ 医師・看護師とのタスクシェアに貢献する。

⚫ 三次救急症例においては、患者到着前のブリーフィングに参加し、役割およ

び指示内容の明確化を図る。

勤務イメージ



多発刺創による出血性ショックの症例
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救急救命士

救急救命士救急救命士

医師が実施する処置の支援心肺機能停止前の静脈路確保と輸液の実施

来院時、ショックバイタルを呈していたため、大量輸血プロトコルを発動。
静脈路を確保し、気管挿管を実施。CV及びバスキュラーアクセス挿入し、
その後、手術室にてダメージコントロール手術を施行した症例



⚫ 医師の負担軽減を目的に、医師の指示のもとで診療に関する事務作業を代行・補助する職種。
⚫ 医療現場の効率化とチーム医療の推進に貢献する。

医師事務作業補助者資格
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業務内容 説明

・診療録の代行入力 回診・診察後の電子カルテ記録を医師の指示で入力

・文書作成補助 診断書、診療情報提供書などの下書き

・オーダー代行入力 検査・処方・注射などの入力（※施設の運用ルールに従う）

・登録業務 症例レジストリや統計資料へのデータ登録

・会議準備・補助 カンファレンス資料の作成補助や会議準備

医師事務作業補助者の業務内容の例

青字：TJ大学附属病院で行っている主な医師事務作業補助業務

⚫ 診療録の代行入力：救急救命士が病棟カンファレンスに参加し、診療録の代行入力を実施
⚫ 診療情報提供書の作成補助：外来/病棟患者の診療情報提供書の下書きを作成



診断名：「頚髄損傷/Ｃ１頸椎骨折」
リハビリ転院目的にて第27病日に作成
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診療情報提供書の一例

救急救命士による
下書きの作成

医師が確認/

修正及び承認

医療連携室にて
転院調整開始



救急救命士の配置により、救急外来からの転院搬送を
円滑かつシームレスに実施する体制を確保する。
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救急患者
来院

初療対応
転院搬送
の決定

紹介状の
作成

転院調整
救急車
での搬送

申し送り

救急救命士が担当する業務

Ｃ００４－２ 救急患者連携搬送料

注 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているもの
として地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、救
急外来を受診した患者に対する初期診療を実施し、連携する
他の保険医療機関において入院医療を提供することが適当と
判断した上で、当該他の保険医療機関において入院医療を提
供する目的で医師、看護師又は救急救命士が同乗の上、搬送
を行った場合に算定する。この場合において、区分番 号Ｃ
００４に掲げる救急搬送診療料は別に算定できない。

https://clinicalsup.jp/jpoc/shinryou.aspx?file=ika_2_2_1/c004-2.html



ドクターカーでの救急救命士
の活用と運行の際の注意点



ドクターカー運行マニュアル第2版
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⚫ 令和５年度の厚生労働省「ドクターカーの運用事例等に関する調

査研究事業」 を受託した日本航空医療学会が組織した作成委員

会（全国ドクターカー協議会 活動基準作成委員会） が検討・作

成。

⚫ 医師が搭乗する緊急車両の運用に関する包括的な指針を定めてい

ます。マニュアルでは、医療機関または消防機関に所属するドク

ターカーの定義と分類が明確にされ、早期の医療介入と高度な

救急医療の提供を活動の主な目的としている。

⚫ 医師、看護師、救急救命士といったチームメンバーの職種別業務

の詳細が説明されており、活動に必要な医療資機材、劇薬・麻薬

を含む薬剤、通信機器の管理方法についても言及されている。

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001537597.pdf



ドクターカーでの救急救命士の活用
医師の指示のもと、現場で救急救命処置を遂行する
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気道確保

気管挿管を含む高度な気道確保を実施

高度な処置の介助

蘇生的開胸術など、高度な外科的処置
において、器械出し等を担当

静脈路確保
輸液や薬剤投与のための静脈路を確保
心肺停止、ショックまたは低血糖に

対して実施可能

薬剤投与

心肺停止に対するアドレナリン投与
50%ブドウ糖溶液の投与

気管挿管を含む高度な気道確保を実施

その他、心肺蘇生、止血処置など、多岐にわたる救急救命処置を実施可能



消防機関とのシームレスな連携体制
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⚫ 重要な行動 
地域の消防機関との連携要領や指揮要領を
事前に確認・共有しておく必要がある。

⚫ 求められる能力
救急救命士には、現場救急隊と連携活動全
体を俯瞰的に把握するコーディネート能力
が求められる。

⚫ 具体例
ワークステーション型：車両が消防所属の
場合、ドクターカー同乗の救急隊員が主に
無線連絡を担当し、医療チームとの橋渡し
役を担う。

病院

消防機関



臨床技術の維持と向上
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プロトコルと指揮系統

⚫ 医療機関内で定められた各種規定を確実に遵守すること。
⚫ 医師からの指示を明確に受けられる指揮系統を整備すること。

続的教育

⚫ 救急救命処置に関する技術水準を維持・向上させるため、
定期的に院内研修を実施することが求められる。

常に質の高い医療を提供できる体制を維持



救急救命管理料の算定
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救急救命管理料
500点

保険医療機関に所属する救急
救命士が現場に赴く。

医師が必要な指示を行う。

算定は、救急救命士を雇用している医療機関のみ可能。
救急救命士が実施した処置等の費用は、この点数に含まれており、別途算定はできない。



まとめ
ドクターカーでの救急救命士の活用と運行の際の注意点
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専門的な医療技術

気管挿管を含む高度な気道確保を実施

タスクシフトの実現

コーディネート能力

質の高い病院前診療

病院前救急救護を専門とする唯一の国家資格
者として、医師の診療補助や特定行為の実施
など、専門的な医療技術を現場で提供できる。

消防機関と医療機関の橋渡し役として、
現場全体を俯瞰し、限られた時間と資源の中

で最適な医療提供を支援する。

院内での処置にも習熟しているため、
病院前救急診療現場においても院内と同様の
パフォーマンスで業務を行うことが可能。

医師が別の処置で手が離せない際に、
気管挿管や静脈路確保等の処置を代わって行
い、医師・看護師の負担軽減に貢献する。
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